
しが学校支援センター 

「地域の力を学校へ」推進事業の実践      ≪2022（R4）年度実施校≫ 

授業風景（写真） コード （分野） 21005 

メニュー名 けいたくんの交通安全教室 

校園名（学年） 大津市立平野小学校 1,3,5学年 

講師・支援者等 大津警察署、膳所交番、スクールガード、主任児童委員 

学 習 名 交通安全教室 

教 科 等 学校行事 

実 施 日 令和４年 ５ 月２３ 日 （月）9:30～12:30 晴れ 

《授業の流れ》  

１ 挨拶 松本班長（敬礼、注意事項）、スクールガード・主任児童委員 

 

２ １年生歩行訓練（２時間目） 

  ・コースの歩行手本を見せてもらう（手本は警察官による） 

  スタート→障害物（車）→信号の無い横断歩道→路側帯→信号の有る横断歩道→歩道→ゴール 

  ・コース実践…待ち時間は、松本班長が各クラスに標識クイズをして回る。 

     [課題]障害物となった車からの道路への出方に慣れていない。 

     [成果]しっかり手を挙げて歩道横断が渡れていた。 

  ・松本班長からのアドバイス： 

「周りの大人の注意を素直に聞く」 

「いってきます、ただいまを毎日家の人に言う」 

   

３ ３年生自転車走行の学習(３時間目) 

  ・松本班長より、自転車ルートの説明（手本は警察官による） 

  スタート→信号の有る交差点＜２段階右折＞→塀が有る視界の悪い交差点（止まれ位置） 

→信号の無い横断歩道→障害物(停止中の車)の後方からの横断→ゴール 

  ・歩行でコース実践（自転車に乗っているつもりで） 

         …待ち時間は松本班長が各クラスに自転車クイズ（部位など）を実施して回る。 

・松本班長からのアドバイス 

「自転車は車と同じルール、ヘルメットをかぶることで命が守れる」 

 

４ ５年生自転車走行学習(４時間目) 

  ・３年生と同様 

  

 

 

 

 

 

 



 

  

《 感 想 》 

 児 童  

１年生児童「日頃から、横断歩道の渡り方に気をつけている。出かける時は、安全ワッペン  

      のついた帽子をかぶっている。」 

「信号のある横断歩道の渡り方が、ためになった。」 

３年生児童「小さい頃、自転車で飛び出し、車が来ていたのでヒヤッとした。」 

「車は止まってくれないと意識している。なので、自ら止まるようにしている。」 

 

  学      校   

１年生担任「４月から３週間、引率下校をして正しい歩き方を実践してきた。そのことが

本日改めて確認できた。」 

３年生担任「内容として個人が学ぶのはわずかだが、しないのとしたのとでは大違い。事

後指導もできるし、より今後につながる」 

安全担当 「ここ数年できていなかった分、できてよかった。１，３，５年生が毎年するこ 

とに意義がある」 

校長先生  「多人数でも何らかの形で実際に見て、聞いて、動いて、感じて学ぶことが大切」 

 

 支援者 ・ 講師  

警察官代表「平野校区は道路整備もされ、どちらかというと安全が確保されているので、

親子とも交通安全意識としてはやや低い。狭くて、危険な道路事情がある地

域は親子とも交通安全意識は高い」 

    「ヘルメットをかぶってほしいが、まだまだ親子とも義務意識は薄い」 

「今回で５，６校目だが、子どもたちがよく話を聞いて、正しく実践できていて

よかった」 

 


